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1 はじめに──ヒト、絵を描く
本稿は「社会調査において絵を描くこと」の有用性について論じる。これ
は第一義的には、効率よく社会調査を行うための方法上の提言である。しか
し、このテーマは方法論の域をはるか超え、社会科学をめぐる根本的な諸問
題にも関わってくることになる。本稿は、私の具体的なフィールド経験に根
ざしつつ、方法としてのスケッチの有用性や特徴を分析することを中心とす
る。そこから派生する諸問題については、最後の部分でまとめることにした
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■要 旨
本稿は「社会調査において絵を描くこと」の有用性について論じる。これま
での社会科学においては、調査から記録、分析、表現にいたるまでのすべての
過程において、文字が圧倒的に優位な記述形式であった。しかし、文字という
形式に固執することは、かえって調査と表現の幅をせばめ、社会科学の応用力
をそぐ結果を招きかねない。本稿では、社会調査におけるスケッチの有用性を
6点にまとめる。（1）対象の正確な理解、（2）対象の正確な記録、（3）ラポー
ルの形成、（4）資料収集の円滑化、（5）データベースの形成、（6）表現の明解
化。スケッチの技術を社会調査の基礎的リテラシーの一つと位置づける新しい
社会科学教育を提言し、社会調査手法の革新の一翼となすとともに、アニメー
ション開発などとも連携した表現手法の革新をあわせて展望する。
キーワード：スケッチ、社会調査、記述形式、リテラシー、フィールドワー
ク、調査手法の革新
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い。
そもそも絵は、人類最古の記述形式である。卓越した視覚、高度な操作性
をもつ手指、道具の使用を可能とする脳の 3 つが備わった Homo sapiens
は、長きにわたって文字ではなく絵を描く動物として地上にあった。考古学
的な証拠によれば、遅くともおよそ 35,000年前には絵画が出現し、アフリ
カ、インド、オーストラリア、ヨーロッパなどの各地で独自の発展を遂げた
［Roberts, 2000＝2002］。最古の文字であるシュメール文字の発明はおよそ
5,600年前と見られ［Comlie et al. eds., 1996＝1999］、文字の歴史は絵のそれ
に比べてきわめて短い。その文字ですら、当初は象形文字、すなわち一種の
絵であった。
今日まで、技法や素材、対象に広いヴァリエーションを見ながらも、絵を
まったく描かず、また絵に関心を示さない民族というのは見られない。絵を
描くことは人類の普遍文化（culture universal）の一つと考えてよいだろう。
「ヒトは絵になじみやすい動物である」。本稿はこの認識に立ち、絵を描く
という人類の営みを、社会科学の中に正当に位置づけることをねらいとす
る。
2 なぜ社会科学におけるスケッチか
2. 1 社会科学における文字の優位性と課題
本稿は、社会科学にスケッチという記述形式を広く導入しようと提案する
が、なぜそれが必要だと考えるのか、まずその背景をまとめる。なお、ここ
では広く社会科学を想定して論じるが、おおむね私が関わることの多い人類
学・社会学から材を取ることにする。
これまでの社会科学においては、調査から記録、分析、表現にいたるまで
のすべての過程において、文字が圧倒的に優位な記述形式であった。フィー
ルドワークであれば、インタビュイーの語りをテープレコーダーやビデオカ
メラに収め、文字にして記録、公表する。質問紙調査であれば、質問紙を配
布して文字で記入してもらうか、または即座に文字化できるような口頭での
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質問によって行われる。質的、量的を問わず、社会調査においてはそのほと
んどの作業が文字で行われ、その形で公開されてきた。
もちろん、私は研究における文字の重要性を否定しているのではない。し
かし、文字という形式に固執することは、かえって調査と表現の幅をせば
め、社会科学の応用力をそぐ結果を招きかねないと考える。
私が文字のみにこだわるべきでないと考える理由は、二つに大別できる。
一点目は、社会の研究という原点の確認である。人間社会とは人がもっと
も興味を持つであろう対象なのに、今日その研究があまりにも難解なものと
なり、多くの人の関心をとらえそこなっている現状がある。「概念が概念を
生む」というのは言語の長所といえるが、それがあだとなり、社会科学者は
際限なく概念を操り続ける道化師となってしまうことがある。しばしば、現
実の社会という対象に肉薄する迫力を失っていることすらある。概念にとら
われすぎた人間社会に関する科学を、概念の呪縛から解放することを考える
ためにも、文字化にこだわらない社会調査を検討してみたいのである。
二点目は、表現の明解さ・簡潔さの追究である。野心的な社会研究が行わ
れたとしても、表現が煩雑であったら、多くの読者を科学的知識から遠ざけ
てしまうことになる。『資本論』［Marx, 1867＝1958］の冒頭の商品と貨幣を
めぐる長い長い叙述によって、これまで世界中で何人の読者が挫折を強いら
れたことだろうか。そこにグラフの一枚、さし絵の一枚でもあれば、多くの
読者を資本論の深みに誘うことができただろうに。
論文執筆において図を適切に用いる技術は、簡潔に表現し、読者を理解へ
誘うことを本務とする科学者に求められる基礎的なリテラシーの一つである
と言ってよいだろう。しかし、社会科学においては、この点がなおざりにさ
れてきたきらいがある。難解な用語をちりばめた長文をしたため、長時間の
演説を打つことが優れた研究であるかのような風潮が今なお散見される。社
会科学教育における影響も大きく、若手研究者においてもその傾向は再生産
されているようだ。
図 1は、すし屋が掲げていた、太巻きの断面のみほんである。具の種類
と分量に関心を寄せる客のニーズに一目瞭然で応える、あざやかなプレゼン
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テーションである。社会科学は、このすし屋の明解なプレゼンを超えること
ができるだろうか。
本稿における私の提言は、まずこのような現状認識を背景としている。
2. 2 自然科学におけるスケッチの伝統
一方、絵を描くことを伝統的に科学の一方法として重視してきた分野があ
る。自然科学、とりわけ博物学的性格の強い生物学や地質学・鉱物学であ
る。
自然の構造を知り、その多様性に関する知見を蓄積するこれらの分野で
は、対象をよく観察し、その特徴を正確に記録することが求められる。記録
には文字も使われるが、特徴を観察者が自分で視覚的に再現すること、つま
図 1 太巻きの断面みほん
社会科学はすし屋の明解なプレゼンを超えることができるか。
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りスケッチが重要とされる。実験系の生命科学が隆盛になった今日でも、大
学の生物学実習では必ず生物スケッチの教育が行われている。後で述べるよ
うに、私もその教育を受けてきた者の一人である。
本稿は、生物学などが用いてきたこの方法論を社会科学にも導入すること
を考える。それは、人間社会を直接観察で学ぶという博物学の視角をもつこ
とでもある。
2. 3 スケッチの定義と特徴
スケッチは、適当に絵を描けばよいというものではない。科学の記述形式
として用いるにあたって、いくつかの留意点がある。本節ではスケッチの定
義と特徴を確かめたい。
まず、スケッチを以下のように定義しておく。
［スケッチの定義］スケッチとは「調査者が対象を直接観察して認識し
たことのうち、科学的に重要と考えられる特徴をあまさず明解に記録し
た絵および関連する文字」である。
定義の中で重要なポイントは、以下の 3点である。
［ポイント 1］対象を直接観察して認識
自分で対象を直接よく観察して描かなければならない。そして、見ていな
いことはけっして描いてはならない。
［ポイント 2］科学的に重要と考えられる特徴
情報の取捨選択をしながら描く。生物スケッチの例でいえば、陰やツヤは
描き込まない。また、どの特徴が重要なのかを知るために、自分が依拠する
学問体系の基礎知識に通じていなければならない。
［ポイント 3］あまさず明解に記録
重要なことはあまさず記録する。また、表現は明解でなければならない。
原則として実線と点のみで描き、破線やかすれた線、塗りつぶしなど複数の
解釈を生みうる表現は使わない。また、輪郭は必ず閉じなければならない。
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スケッチという方法の特徴に関する理解のために、「スケッチは何でない
か」をいくつか例示しておこう。
［特徴 1］スケッチは芸術ではない
スケッチは美を追求する芸術ではなく、正確さと明解さを至上の価値とす
る記録である。人々の感動を招く「絵画」ではなく、適切な情報を盛り込ん
だ「作図」を目指さなければならない。
［特徴 2］スケッチは特殊な才能を必要としない
スケッチには、創造性やセンスなどの特殊な才能を必要としない。芸術的
な野心は、かえってスケッチの妨げになることがある。必要なのは、丁寧に
描き続ける根気と、見たものをありのまま描こうとする科学的な倫理であ
る。
［特徴 3］スケッチは特殊な道具を必要としない
基本的に紙と筆記用具があれば、いつでもどこでも作業できる。フィール
ドノートやマス目入りのノートが便利なこともあるが、白紙でも十分役に立
つ。筆記用具も、使い慣れた黒の鉛筆かボールペンが一本あれば十分だ。機
器を用いないので、電気のない所でも作業できる。
［特徴 4］スケッチは自然な状態を重視するとはかぎらない
必要であれば、特徴を記録するために対象に改変を加えてよい。生物スケ
ッチでは、見やすい角度に置き直すほか、組織の一部を取り去ったり断面を
見たりする。ありのままの形状や印象を写し取ろうとする風景画や静物画と
は目的が異なる。
［特徴 5］スケッチは文字を排除するものではない
スケッチは絵を主体とするが、通常は絵に文字情報を書き添える。生物ス
ケッチの例では、サイズ、色、部位の名称、記録日時、場所、学名、方名
（現地語での呼称）などの情報が必要であり、文字を効果的に併用しなけれ
ばならない。
［特徴 6］スケッチはすぐに描けるようにはならない
正確で十分な情報を備えたスケッチは、いきなり描けるものではない。芸
術的才能はいらないが、一定の訓練や経験を必要とする。スケッチ・リテラ
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シーを身につけるための教育が必要なゆえんである。
以下では、このようなスケッチを、社会調査において実際どのように活用
することができるのか、私の研究歴を振り返りながら「実践編」を見ていこ
う。
3 社会調査法としてのスケッチ
3. 1 大学でのスケッチ教育
私がスケッチの教育を初めて受けたのは、理学部 3回生のときに取った生
物学実習でのことだった。植物や動物をとりまぜて、毎日毎日何らかの素材
が出され、ひたすら順番にスケッチを取る訓練をした。シダの葉の裏のぽつ
ぽつも描いたし、茎の断面も見た。フナのウロコ、カエルの心臓、霊長類や
古人骨の頭骨も描いた。ちょっとがまんして丁寧な記録を取るようにスケッ
チを描くと、細部までよく見る癖がつき、記憶にも残るものだということが
印象に残った。
実習のとき、向かいに座っていた学生は「こんなめんどうなこと、機械に
やらせればいい。そのうちオレが開発してやる」と音を上げた。でも、自分
の目を肥やすためにやっているんだから、それはちょっと違うよな、と私は
聞き流した。それに、何が重要な特徴かは人間の頭が決めるのだから、どこ
までいっても、これは人が手でやらなければならない仕事ではないだろう
か。
気長な性分にも合ったのか、私は毎日のスケッチ実習が楽しかった。半年
間の基礎的な実習が終わり、友人たちの大半はミクロ系生物学の実験実習に
進んでいったが、私はその後も生態学、比較解剖学、自然人類学というマク
ロ系生物学の実習ばかりを選んでいった。つまり肉眼観察とスケッチで勝負
する博物学系の分野である。また、専攻していない地質・鉱物学の野外実習
にも飛び入りで参加させてもらい、地層のスケッチを描く勉強をした。
私の基礎的なスケッチ・リテラシーは、おそらくこの 1年間に培われた。
しかし、以後はスケッチをする機会もなくなり、何となくその能力を使うこ
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とがないまま数年が過ぎた。それが、社会調査の場面でいきなり再現するこ
とになった。
3. 2 社会調査とスケッチの出会い
境遇が変わり、大学院博士課程のとき、本格的な人類学のフィールドワー
クをすることになった。アフリカ、カメルーン共和国の熱帯雨林に暮らす狩
猟採集民 Baka の集落に住み込んで、とくに子どもたちを対象とし、彼ら／
彼女らの伝統的な生活とその変容に関わる調査にたずさわった1）。
調査地に入った当初の私は、写真こそが正確な記録だと信じ、何でもカメ
ラで撮ればよいと思っていた。その当時のノートをめくり返してみると、文
字でうまっている。
ある日、私の唯一のカメラが壊れてしまった。原因は湿気だ。熱帯雨林の
中のすさまじい湿気のせいで、フィルムがカメラの中の部品と癒着し、巻き
取れなくなった。むりに巻き取ろうとしたら、部品がポキッと折れた。これ
でフィルムの入れ替えもできないし、写真がいっさい撮れないことになって
しまった。
カメラ屋などない森の中。私を送りに来ていた車はもう帰ってしまった。
およそ 900 km 離れた首都までカメラを買いに行くこともできない。次の車
の迎えの約束は 3ヶ月後。ああ、貴重なフィールドワークの期間を、記録媒
体なしに過ごすのか…。私はそうとう弱っていた。しかし、実はそれが幸い
した。カメラを失った私は、その代わりにという感覚で、自分の手でスケッ
チを描き始めたのだ。
ある日、子どもたちが畑で晩ご飯のおかずの材料になるキャッサバの葉っ
ぱを収穫してきた。それまでの私だったら、写真を一枚撮って終えただろう
が、今カメラはない。ふと思いつきでノートにその葉っぱのスケッチを描い
てみた。とたんに子どもたちが寄って来て「Nobou e a de de!」（ノブウ＝現
地での私の呼称＝が絵を描いたよ！）「Iyo. De na jaboka」（わー。キャッサ
バの葉っぱの絵だ）と大はしゃぎ。その反応にちょっとびっくりした。スケ
ッチって面白いかも、と思った瞬間だった。
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動植物（184） 
物質文化（96） 
余暇活動（54） 
食文化／生業 
活動（39） 
地図／見取り 
図（34） 
似顔絵（3） 
住み込みのフィールドワークなので、時間だけはたっぷりとある。だった
ら、あり余る時間を使って毎日スケッチでも描いてみようか。そんな感じ
で、集落で目につく物事をいろいろと描いてみる暮らしが始まった。
3. 3 社会調査におけるスケッチのタイプ
「それ、ちょっと見せてね」。
何か珍しい物を見かけたら、そう声をかけてノートを広げ、数分から 10
分ほどでスケッチを一つ描き上げる。その昔鍛えた目と腕を使えば、難しい
ことではなかった。色やサイズなどの情報を書き添え、現地語名称とフラン
ス語名称を確かめて、できあがり。
終わったらお礼に代えて「ほら！」と見せてあげる。絵が細かければ細か
いほど、「うわー」と歓声があがる。慣れてきたら、私がノートを広げてし
ゃがんだただけで、子どもたちが周りに集まってくるようになった。「これ
何？」「頭だ」「しっぽだ」などと周りから聞こえてくるおしゃべりも重要な
情報になる。
こうして日々描きためていったスケッチは、およそ 7ヶ月で 410点にのぼ
った（図 2）2）。平均すれば、ほぼ半年間にわたって毎日 2点ずつスケッチを
図 2 スケッチの対象と点数（計 410点）
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a 動植物（左＝ブルーダイカー／右＝バナナの株）
b 物質文化（左＝伝統的な小屋／右＝バナナを削ったミニカー）
c 余暇活動（左＝踊る子どもたち／右＝森の精霊のダンス）
蘓1997−1998, Kamei Nobutaka
図 3 フィールドにおけるスケッチ
1997年 8月－1998年 3月、カメルーン共和国熱帯雨林地域にて。
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描いていたことになる。
生物スケッチ出身の私にとって、最も多く描いた対象は動植物だった（図
3 a）。まず食物。毎日の食材になる植物を描いた。次に、獲物として捕れた
動物。果実。果樹。畑に植わっている作物。周囲の木々。昼寝する飼い犬。
昆虫。
動植物を一通り描いたら、次は物質文化（図 3 b）。家や小屋などの住
居。いすなどの家具。臼などの調理用具。ミニカーや鉄砲などの子どものお
もちゃ。狩猟道具。かご。釣り道具。楽器。
さらに、私が好んで描いたのは、人々の余暇活動だ（図 3 c）。子どもの遊
びや踊りの集まり。森にひそむ精霊（の衣装をまとった踊り手たち）のダン
スも描いた。
その他、食文化の観察記録として、盛りつけられた料理を描いたり、調理
の手順や狩猟採集活動の様子を観察して、四コママンガ風に描いたりした。
また、集落や家々、道や川の配置を図として記録した。時には正確に測量
して地図を作り、時間のないときでもラフな見取り図としてノートに残し
た。
子どもたちの似顔絵も描いていこうと思っていたが、モデルでじっとする
のに耐えきれず泣いてしまった子がいたので、これはあまりやらなかった。
こうして、スケッチの対象は広く Baka 社会の文化全般におよんだ。この
蓄積が、私の何よりの宝となった。
何ヶ月か後に、私の大学の教授が調査地に立ち寄り、一眼レフの上等なカ
メラを貸してくれた。が、私はすでにスケッチにすっかりはまっていて、以
後はあまりカメラに頼らなかった。それほど、スケッチは毎日の調査に欠か
せない基本的な手法になっていた。
3. 4 社会調査におけるスケッチの有用性
スケッチは社会調査で具体的にどのように役に立ったのか、私の実際の経
験をたどりながら、その有用性を 6点に分けて述べてみたい。
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［有用性 1］対象の正確な理解
スケッチにより対象を正確に理解できる（図 4）。スケッチはじっくりと
対象を観察し、自分の手でそれを再現するため、きわめてよく理解でき、鮮
明に記憶に残る。
これは動植物に関する知識だけではない。動物をしとめるためのワナの構
造。子どもたちが作る精霊の衣装の編み方。釣り竿の素材。遊び小屋の建て
方。このような細部まで理解できたのも、すべて自分で丹念にスケッチを描
いたからだった。
なお、その丹念さがあだとなって、身に危険が迫ったこともある。ある
日、森で採れたハチミツが私のところに届いた。蜂の巣のかけらにハチミツ
がべっとりと含まれていて、巣ごとかじるものだ。狩猟採集民にとってはこ
の上もないごちそうで、私にもおすそわけしてくれたのである。初めてハチ
図 4 スケッチにより対象を正確に理解できる（有用性－1）
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ミツをもらった私は、喜んでスケッチを描き始めた。「早く食べた方がいい
よ」と知人。「うん、うん」とうなずきながら、私は蜂の巣の六角形の部屋
を一つずつ描き、その上に止まっている蜂の姿まで描き込んだ。
だいたい描けたかなと思って顔を上げたとき、私はギョッとした。ハチミ
ツのにおいを嗅ぎ付けた何百もの蜂の大群が、周囲に渦を巻いて押し寄せて
いたのだ。知人は火をおこして蜂を追い払う。私はハチミツを持ってテント
に逃げ込む。テントの中にまで蜂が飛び込んで、それを追い出すのに一苦
労。集落中が大変な騒ぎになってしまった。
スケッチのために丁寧に観察することは、とてもよい勉強になる。一方、
丁寧さに目を奪われて自然の脅威を忘れると、大変なことになる。フィール
ドではその両方を学ぶことができる。
［有用性 2］対象の正確な記録
スケッチにより対象を正確に記録できる（図 5）。スケッチの利点は、よ
く見ることだけでなく、それが明解で有用なデータとしてノートに残ること
図 5 スケッチにより対象を正確に記録できる（有用性－2）
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である。
バナナを削って作ったミニカー、パパイヤの茎を切って作った空気鉄砲。
すべて生物と同じように丹念にスケッチし、色やサイズ、日付、場所を書き
込んだ。少年たちと釣りに行けば、必ず川の見取り図を描き、幅、流れの向
き、倒木や岩の配置を描き入れた。少女たちが芋掘りに行くのについていっ
たら、芋を掘った穴の形状のスケッチを描き、広さ、深さ、角度などを書き
込んだ。踊る人々がいれば、手足の動きや衣装などを絵で記録した。
対象はみな視覚的な事象なので、そのまま視覚的なスケッチとしてノート
に残した。このデータを使うのは、何年後になるかもしれない。そのときに
文字の羅列しか残っていなかったら、印象がまるで再現できないからだ。
このようなとき、写真やビデオがよい記録媒体になると思われるかもしれ
ない。しかし、これらには実は多くの短所がある。写真やビデオは風景をま
るごと撮り込むために関心の焦点が拡散し、後で重要なことを確かめられな
いことがある。また、360度全方位を撮ることができず、風景が断片的に記
録されるため、全体的な状況を俯瞰的にとらえて記録することができない。
さらに、フィルムやテープには、サイズや個数、人数、距離など、観察して
いて気づいた情報を自由に書き込むこともできない。
スケッチの本領は、記録の自在さと優れた再現性にある。文章化が必要で
あれば、論文を書くときにあらためてスケッチから文字に翻訳すればよい。
また、後述するように、スケッチは論文生産やプレゼンテーションの段階で
も威力を発揮する。
［有用性 3］ラポールの形成
スケッチはラポール（信頼関係）を形成する（図 6）。つまり、土地の人
にたいへん受けるのである。目の前の物を即座に描き、その場でみんなに見
せれば、大笑いしてもらえること必定だ。言語のいらないこの方法で、私は
どれほど話題をつないだか。そして、それが緊張の緩和にどれほど役立って
きたことか。
もちろん、デジタルカメラのように、取った画像をその場で見せることが
できる機器はある。それはそれで喜ばれるだろうし、技術革新がラポール形
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成に貢献する場面は確かにあるだろう。ただ、スケッチには、それら画像機
器にはない不思議な「おかしみ」があるようだ。画像の面白さだけでない、
行為の面白さとでもいうべきだろうか。
彼ら／彼女らにとっては身近なありきたりの物事にすぎないのに、よそか
ら来た人がやたらそれに興味を持ち、鼻に汗をかきながら熱心にスケッチを
描いたり質問したりする。その落差がとてもおかしいらしい。しかも、スケ
ッチが丁寧に細かく描けていればいるほど、その熱心さがまたひと笑いにな
る。「おい、こんなもの描いてるよ」（笑）という感じで。
対するこちらは、捨て身の一発芸だ。「何も知らんですんませーん」と低
く出つつ、相手の懐に入っていくのは、フィールドワークの極意である。嘲
笑まじりだろうが何だろうが、相手が自分に興味を持ってくれたら、それで
一歩前進。さらに受けを取ったらしめたもの。
図 6 スケッチはラポールを形成する（有用性－3）
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もちろん、宗教的な対象の場合は、注意を要するかもしれない。偶像を好
まない宗教もあるからだ。狩猟採集民たちが信じる森の精霊（に扮したダン
サー）のスケッチを描いたとき、反応はどうだろうとひそかに緊張した。結
局、案ずることもなくみんなに大受けしてもらったため、後は安心して精霊
たちのダンスをたくさん描くようになった。そのようなときは、関連する小
道具などから小出しに描いて様子を見るのがよいかもしれない。
重要なのは、これらの過程でまったく言語を使う必要がないということ
だ。学校教育が浸透していないアフリカの村落などでは、公用語のフランス
語を話せるのは成人男性だけということがある。私が相手の言語になじむま
での間、女性や子どもたちにもすぐに分かってもらえるスケッチは、最強の
コミュニケーション・ツールとなった。時には、コミュニケーションのため
にスケッチを描くことすらあった3）。
絵は、おおむねどこの民族、どの性・年齢層の人が見ても理解可能な、普
遍的表現である。そのことを、こういう瞬間に身をもって感じるのである。
［有用性 4］資料収集の円滑化
スケッチは資料収集を円滑にする（図 7）。絵を描いていると、資料がひ
とりでに集まってくることがある。
図 7 スケッチは資料収集を円滑にする（有用性－4）
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「ノブウがスケッチを描くらしい」ということは、けっこう噂になってい
た。「今日はあれを描いた」「これを描いた」と話している様子が聞こえてく
る。そういうことは話すにまかせておく。もちろん、ありがたいことであ
る。
夕方になると「今日は川でカニが捕れたよ！」と子どもたちが獲物を見せ
にくる。「エビだよ」。「ありがとう」と私は 1つずつ借りては、スケッチを
描く。スケッチができれば、子どもたちはそれを見てニッコリし、カニとエ
ビを持って家に帰っていく。
私としては（もちろん食べ物をくれるときもうれしいけれど）、こうやっ
ていろいろな物を見せに来てくれることが何よりも楽しかった。子どもたち
がスケッチを見るのを楽しみに来てくれるのだし、また私が新しい物をいろ
いろ見る機会が得られるからだ。さらに、このような機会に私は物の名前を
教えてもらい、それにまつわるできごとの話を聞き、そこからだんだんと現
地の言葉を覚えていった。
ある朝、村長が何やら細長い物をぶら下げてやって来た。
「見ろ、ノブウ。マムシだ」「今朝、家の中で退治した」。
刀の一撃を受けて首がちぎれかけた毒ヘビの死骸を、村長自らがぶら下げ
て私のところに見せにきたのだ。もちろん、私はスケッチに描いてさしあげ
た。
このように、スケッチが醸成するラポールは、資料収集を円滑にし、調査
者の視野をいっそう広げることにも寄与するのである。
［有用性 5］データベースの形成
スケッチはデータベースを形成する（図 8）。スケッチは現地の人々との
関わりにとどまらず、実際に論文生産に役立つという側面を指摘したい。
数ヶ月ぶりに森から町に出た。カメルーン共和国政府に提出する調査報告
書の締め切りが迫っていた。体系的な調査がなかなかできていなかった当時
の私にとっては大きな宿題で、何を書いたらよいものかと頭を悩ませてい
た。
ノートをめくってみたら、文字が少なくてスケッチばかり。だとすれば、
フィールドで絵を描こう 111
この自然とたまっていたスケッチが、調査の成果ということになるのかなと
思い、スケッチのコピーを取って並べてみた。すると、森の中で遊ぶ子ども
たちのおもちゃの数々がずらりと並んだ。森の植物素材を集めて一つずつお
もちゃを作り、工夫をこらして遊んでいる子どもたちの姿が目の前に浮かん
だ。「これだ！」と思った私は、そのときにひらめいたキーワード「Baka の
子どもの物質文化の研究──道具とおもちゃ」をタイトルとし、さし絵満載
の英文報告書を仕上げて、カメルーン政府に提出した［Kamei, 1997］。
この報告書を元にした論文が、やがて論文集の一章となり［亀井，2001
b］、博士学位論文の一部をなすことになった［亀井，2002］。また、アメリ
カ人類学会での発表となり［Kamei, 2002 b］、国際狩猟採集民学会でも笑い
を取り［Kamei, 2002 a］、そして英文で刊行される本の一章となる予定であ
る［Kamei, in press］。スケッチの蓄積はいつしか魅力的なデータベースとな
り、これらを生み出す源泉となった。
［有用性 6］表現の明解化
スケッチは表現を明解にする（図 9）。後日、論文や学会発表で成果を報
図 8 スケッチはデータベースを形成する（有用性－5）
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告するとき、スケッチの記録を元にした図を使うと、表現がきわめて明解に
なり、多くの読者や聴衆の関心を引くことができる。
森の中で「ミニチュアのバナナ」というおもちゃを見た。少女たちが数セ
ンチ程度の未熟なバナナを拾って束ね、肩に担いで歩き回るのだ。おとなの
女性たちが大ぶりのバナナを収穫して運ぶ姿をまねた、一種のままごとであ
る。この遊びを学会で紹介するとき、写真を撮っていなかったことに気づい
た。それなら、と描きなぐりのノートのスケッチを元に、パソコンでスケッ
チを再構成して、写真の代用のイラストを作ったところ、分かりやすいと好
評だった［亀井，2001 a］。
やがて国際学会に参加する機会も増えてきた。英語のネイティブスピーカ
ーでない私が、語学の力に頼らずに聴衆の関心を引く方法は、絵よりほかに
考えられない。私はふたたびノートのスケッチを元にしたイラストをせっせ
と描いては、いろいろな会議へ持っていった［Kamei, 2002 a ; 2002 b］。そ
図 9 スケッチは表現を明解にする（有用性－6）
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して、多くの人たちの理解を得ることができた。
私の博士学位論文は、狩猟採集民の子どもたちの日常生活をテーマとした
ものだった［亀井，2002］。内容不足を指摘されながら公聴会の日を迎えた
が、そこでの頼みの綱は、やはりイラスト満載のスライドだった。公聴会が
終わった後の聴衆の反応は、
「イモ掘りをする女の子たちの絵が笑えた」
「道具の描写が妙にリアルだった」
と、コメントがイラストに集中した。少なくとも表現のレベルにおいては好
評を博した。
学術的プレゼンテーションにおけるイラストの活用は、もっと追究されて
よいのではないかと私は考えている。弁舌で聴衆を引きつける研究者も中に
はいるが、そのような達人はさほど多くない。また、弁舌の魅力は普遍的な
力をもたず、ともすれば一つの言語の中で閉じた発表になりがちだ。国際学
会で英語のネイティブスピーカーが熱弁を振るう一方、ネイティブでない参
加者がしらけている様子を見ることは多いだろう。
明解で簡潔な表現は、言語の違いを超えた普遍的な力を持ち、多くの人々
の理解を得ることができる。スケッチは、表現の場面でも威力を発揮するの
である。
3. 5 社会調査におけるスケッチの短所
一方、社会調査におけるスケッチの方法上の短所と考えられる特徴をまと
めておこう。
［短所 1］スケッチは時間がかかる
フィールドでスケッチをしていると、時間がかかる。文字で記録をとると
いうのは、ある意味で情報をそぎ落とし、時間の節約をすることでもある。
ただ、スケッチといっても、その用途によって大幅に簡略化することがで
きる。たとえば私がアフリカのある町で小さな教会に立ち寄ったときのスケ
ッチがあるが、人々の姿を克明に描写するのではなく、長いすと人々の位置
関係および性別のみを表している（図 10）。これを描くのには 3分もあれば
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十分だ。
また、丁寧に物事のスケッチをとったところで、かかるのはせいぜい 10
分だ。その程度の時間で貴重な観察体験をリアルに残せるならば、描いた方
がいいと私は思っている。むろん、調査者の目的や価値観にもよってくるこ
とだろう。
［短所 2］スケッチは他人と共有しにくい
フィールドで必要な情報を抽出しながら描くスケッチは、いわば個人の職
蘓2005, Kamei Nobutaka
図 10 簡略化されたスケッチ
2005年 3月、カメルーン共和国の教会の見取り図。
スケッチは用途に応じて簡略化することができる。
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人芸的な記録方法である。私のような単身のフィールドワーカーがある程度
成功を収めた例はあるとしても、社会科学において他の研究者とスケッチデ
ータを共有して研究を進めた例はないだろう。大がかりな共同研究などを計
画するときには、スケッチの標準規格を定めておくなどの工夫が必要になる
かもしれない。
［短所 3］スケッチはデータ処理になじまない
文字は入力して保存するという方法になじむが、スケッチは紙媒体の記録
であり、文字と同じように処理することは簡単でない。画像データとして保
存すると、文字に比べてデータのサイズが桁違いに大きくなる。もっとも、
これは技術革新で解決できる問題でもあるだろう。
［短所 4］情報格差を生むおそれがある
スケッチは目が見える人々には益をもたらすが、視覚障害者には益をもた
らさない。スケッチでことたれりという風潮ができれば、新たな情報格差を
生むことにつながる。文字への翻訳を併用するなど、ユニバーサルデザイン
を念頭に置いた教育・研究システムをあわせて開発する必要がある。これ
は、ビデオや民族誌映画など、あらゆる視覚教材が共通して取り組むべき課
題でもある。
これらの短所は、文字、音声、写真、映像などの多様な媒体と組み合わせ
ることで十分にカバーできることである。少なくとも、スケッチを取り入れ
たら弊害が起こるという見方にはならないだろう。どんな知識も、分かりや
すい方がよいに決まっているのだから。
4 スケッチは提言する
4. 1 基礎的リテラシー教育にスケッチを──教育の革新
最後に、調査手法としてのスケッチ論から派生する諸問題をトピックごと
に取り上げ、提言を行いたい。
まず、社会科学教育の革新である。スケッチの技術を社会調査の基礎的リ
テラシーの一つと位置づける新しい社会科学教育を提言する。
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社会科学は、人間社会を対象として研究する科学であるが、実際の大学教
育では、調べることよりも文章を書くことの方が重視されがちである。学生
の間にも「大学での勉強とは、難しい本を読み、長い文章を書くことだ」と
いうような理解が流布していることがある。社会科学教育の本来のあり方と
は、現実の社会の事象を調べ、それを分かりやすく人に伝える作業の楽しさ
を示すことにあるだろう。
私は、自分が受け持っている講義で、スケッチの課題を出すことがある。
ここでは、成安造形大学「文化人類学 B」での教育実践例を紹介しよう。正
月料理を観察してスケッチを取るとともに、伝統の変容について図解せよと
いう課題を出したところ、図のようなレポートが寄せられた（図 11）。あの
すし屋のみほんにまさるとも劣らない、明解で人に訴える力をもった表現で
ある。
学会などで歯切れの悪い発表を聞くたびに、私はこの学生たちの力作を思
い出す。社会科学系の学部カリキュラムに、図で明解に表現することを学ば
蘓2005，坪山紘子
おせち料理の変化を図解
［坪山，2005］。
蘓2005，原公香
がんもどきの内部構造を図解
［原，2005］。
図 11 スケッチを取り入れたリテラシー教育
成安造形大学 2004年度「文化人類学 B」学生レポート「正月料理の収集と分析」より。
スケッチ・リテラシー教育は正確で明解な表現を奨励する。
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せるスケッチ・リテラシー教育を導入することを訴えたい。
4. 2 文字中心主義を超えて──記述形式の革新
社会科学の記述形式としてスケッチを導入することは、学問の発展におい
てどのような意味を持つだろうか。ここでは、近年存在感を増し始めた数学
との比較において、スケッチの特徴を浮き彫りにしたい。
数理社会学は、文章によって叙述されることが多かった社会学における、
一つの挑戦であろう。社会の事象を数学で記述、分析することで、合理性と
明晰さを徹底させようとするものである。専門家の間における論理的な記述
形式をつくることは、学問の発展にとって必要な作業だと考えられる。
ところが、数学という記述形式を用いると、現実的には読者層をせばめて
しまうということが起こる。数学を生み出す人類の理性は普遍的であるかも
しれないが、数学という形式を使いこなすリテラシーは、普遍的にゆきわた
ってはいないからだ。
スケッチの有用性とは、何よりもそのすそ野の広さである。絵は、何を示
しているのかを瞬時に伝えることができる。世界中の新聞に風刺マンガが載
っているように、社会の事象を絵で簡潔に表現することは、ジャーナリズム
などで広く行われている。社会科学も、本気でこれに取り組んでよいのでは
ないか4）。
自然科学は、一方では数学という記述形式によって現象を記録・分析し、
世界中の専門家が〈せまく深く〉議論できる体系を作り上げた。自然科学は
同時に、長きにわたって博物学の伝統をもち、スケッチという記述形式によ
って現象を明解に記録・表現することで、〈広く浅く〉理解を求めることに
も成功した。
科学の記述形式としての数学とスケッチは、どちらが優位にあるというも
のではなく、いわば補い合う関係にあると私は考えている。そして、文字に
よる叙述にとらわれてきた社会科学が、知識の普遍化と応用の拡大のため
に、今後意欲的に取り入れていきたい二つの大きな柱でもある。自然科学を
万能と見なすのは危険かもしれないが、知識の普遍化と応用において成功を
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収めてきた前例に学ぶ意義は大きいだろう。これが二つ目の提言である。
4. 3 アニメーションとの連携──表現手法の革新
三つ目の提言として、印刷物すら超越した表現手法の模索に触れつつ、ス
ケッチの応用可能性を見てみたい。
本 COE において進められている事業の一つとして、社会学のアニメーシ
ョン（アニメ）の制作がある［荻野，2005］（図 12）。
映像による社会問題の表現は、ドキュメンタリーやドラマなどによっても
試みられてきた。しかし、地域、民族、個人にまつわる固有の属性を超えて
思考しようとする社会学にとって、特定の属性が映り込む実写映像は過剰な
表現となるおそれがある。アニメという仮構世界による表現は、社会問題と
そのパラダイムを純度の高い形で発信することができる。
社会学アニメの特徴を整理すると、社会学的に重要と考えられる特徴をあ
まさず明解に記録する一方、パラダイムにおいて注目すべきでない属性を捨
象し、社会問題を簡潔に視覚的に表現するというものである。社会学アニメ
は、その定義において、本稿が論じてきたスケッチという方法論と哲学を共
有する（2. 3における「スケッチの定義」参照）。
実践面においても、スケッチとアニメの連携の可能性は広がるだろう。社
会学アニメ制作のための調査において、スケッチを活用するのである。フィ
ールドでは言葉だけでなく、無限の情報が手に入る。風景、表情、人々の動
き、物の配置、光線の角度など。それら、社会の事象の背景をなす可能性が
ある要素を、調査者はスケッチによってあまさずすくいとることができる。
もし調査のときに情報をすべて文字に落としてしまったら、文字として印刷
・公開する以外の道はほぼ断たれてしまうだろう。
こころみに、「観察者がフィールドで五感を駆使し、重要と考えられる情
報をあまさず記録するスケッチ調査を行い、それを下絵としてアニメを制作
する」という知の生産工程を考えてみる。これは制作技術の次元を超え、調
査から、記録、分析、表現までをもつらぬく、社会科学の新しい体系を生む
可能性がある。
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もしもマルクスがロンドンの下町でスケッチを描いていたら？ もしもフ
ーコーが監獄のアニメを作っていたら？ 私たち 21世紀の社会科学者は、
この野心的な課題に取り組まない手はないだろう。フィールドワークと画像
処理技術の両方を駆使する境遇に恵まれているのだから。
蘓2005, Kwansei Gakuin
図 12 社会学アニメ『暴力の風景』［荻野，2005］
アニメーションは社会問題の新たな表現手法として期待されている。
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4. 4 固有性依存からの脱却──民族誌の革新
私はさらにこんなことも考える。社会科学におけるスケッチ調査とアニメ
表現の連携は、ことによると、地域や民族にまつわる固有性を売りとしてき
た人類学の民族誌にも激震をもたらすかもしれない、と。
文字による民族誌は、文中に固有名詞を数多くちりばめ、文化の固有性を
聖なるものとして祭り上げてきた。固有性という不可侵の領域を作ること
で、一方では観光や博物館の素材を提供する商売ができたが、一方では固有
の政治的文脈において糾弾を受けることともなった。
次いで登場した映像人類学は、文字からの脱却を試みたが、固有の属性が
ふんだんに映り込んだ実写映像のクリップで作品を構成した。固有名詞に凝
縮されていた固有性が、こんどは銀幕全面にあふれ出し、普遍化への想像力
を閉ざす特定の時空間に対象と観客とを縛り付けてしまった。
私たちは、ここで第三の民族誌、すなわちスケッチ調査とアニメ表現によ
る民族誌というものを想像してみよう。「固有の属性を排し、重要なことし
か描かない、スケッチに基づいて制作された民族誌アニメ」。固有性の熱さ
や湿り気をいっさい捨て去った「乾いた民族誌」。
そこにはいったい何が映っているだろうか。空だろうか。地面だろうか。
道具だろうか。食べ物だろうか。人の行動だろうか。表情だろうか。場面は
森なのか、村なのか、会社なのか。私たちはそこに何を描き、何を伝えたい
と思うのか。
それこそ、きわめて純度の高い人類の文化・行動分析と表現が求められ
る。「ボクの調査している村ではね…」というセリフに現れるような、固有
性に依存した甘い学的姿勢は、断ち切らなければならない。その覚悟の中に
こそ、人類学再生の鍵はあるだろう。
もしかしたら、その作品は、Homo sapiens の群れにおけるコミュニケー
ションと暴力と和解とを描いた理科番組のような様相を呈しているかもしれ
ない。それもまた一興だろう。社会科学は人間社会を対象とした科学のすべ
てであり、それ以外の定義は存在しないのだから。
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5 おわりに──写メール時代のリテラシーを考える
私はフィールドでスケッチを描いてきた。それが自分にとって大変いい仕
事になっていると感じてきたが、一方で、スケッチはどうかすると研究者の
余技と見なされることがある。いい方法なのだからみんな描けばいいのに、
と私はまじめに思っている。社会調査手法の革新を念頭に置いた雑誌特集の
機会に、その思いのたけをつづってみたら、意外にも社会科学の奥深い闇を
かいま見てしまった。記述形式が学問の命運を決していく、そのダイナミズ
ムにまで触れた思いがする。
科学をめぐる深遠な諸問題については、また別の機会に検討するとして、
私の目下の関心事は、もっと身近なところにある。
つい先頃、私の大学で入試の合格発表があった。喜ぶ合格者たちが掲示板
の前でやっていたことは何だったか。ケータイで自分の受験番号の写真を撮
り、それを知人に写メールで送っていたのだ。音声電話でもなく、文字メッ
セージでもなく。ケータイは今や、見た光景をそのまま画像で見せ合うツー
ルである。きたるべき学生たちは、そういう視覚的な会話の空間を生きてい
る。大学教育も、こういう実態を少し学ばないといけない。
この合格者たちが、やがて私の「人類学」の講義を受けにくる。新しい学
生たちは、固有名詞だらけの文字だけの民族誌を講ずる講義に来てくれるだ
ろうか。とにかく文字で紙幅を埋めなければとの強迫観念の中、剽窃という
不正行為に走りはしないだろうか。借り物の言葉だけが並んだレポートは、
知的刺激とは無縁であり、採点する私も苦痛を覚えるのである。
私は、文字中心のスタイルにこだわってこのようなことを繰り返すより
も、絵をふんだんに含む研究・教育のスタイルを開発し、新しい世代の人た
ちと知を共有する道があるのではないかと考える。そのために、プロの研究
者・教育者の側が払える努力はあるに違いない。
「社会科学のリテラシー教育にスケッチを」。これは、絵を描くことで幸せ
な社会調査を行うことができた私からの、本気の提言である。
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注
１）本稿は調査手法にしぼって論じるため、研究内容の詳細については関連文献等
を参照されたい［亀井，2001 a, 2001 b, 2002 ; Kamei, 1997, 2001, 2002 a, 2002 b, in
press］。
２）スケッチ 1点は、通常複数の絵の組み合わせで構成されている。たとえば果実
を観察するときは、その外観、断面図、種子を描き、また料理についても、調理
の手順を連続コマの絵として記録するようにした。このため、実際描かれた絵の
点数は、この 2～3倍におよぶと考えられる。
３）フィールドで言語に頼らずコミュニケーションをする小技としては、身振り、
物まね、ダンスなどの身体表現もある。言語を十分に獲得していないろう児と話
すときなどには、このような方法が効果的だ。もっとも（しばしば誤解されてい
ることだが）手話言語を獲得した成人ろう者にインタビューするときは、その集
団の言語である手話で話すので、このような小技は必要でない。
４）科学の記述形式としてのマンガの可能性については、別の機会に検討してみた
い。ただし、既存の科学知識をストーリーマンガに翻訳するだけの「学習マン
ガ」では、まだその真価が発揮されているとは言えないだろう。マンガが知的生
産の一工程を担う記述形式になりうるかどうかは、マンガとともに社会科学思想
の革新が求められる。マンガによる描き下ろし論文が、権威ある学術誌に掲載さ
れる日はくるだろうか。
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■Abstract
This article discusses the value of“drawing pictures in social research.” In
the social sciences, text has thus far been the overwhelmingly preferred format for
describing phenomena in every stage of the scientific process, from surveys to re-
cordkeeping, analysis, and expression. However, insisting on the text format nar-
rows the breadth of surveys and expressions, and can create the potential for the
production of results that diminish the applicability of the social sciences. This ar-
ticle describes six advantages of using sketches in social research : (1) accurate
understanding of the material, (2) accurate recording of information, (3) rapport
formation, (4) facilitation of materials collection, (5) database creation, (6) clarifi-
cation of expression. I propose a new style of social science education in which-
skills of sketches are ranked among the basic literacy used in social research. I
hope that this will contribute to innovation in social research methods and that it
will facilitate innovation in methods of expression in connection with animation
development and other efforts.
Key words : sketch, social research, descriptive format, literacy, fieldwork, research method
innovation
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